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2010 年 
（平成 22 年） 

2009 年の 3～4 月を境に、世界経済は回復傾向を示し、ゴム製品も同傾向を示す。一方で中国、インド

等の回復に伴う資源不足の懸念から、原材料価格が再び上昇。ゴム用の原材料にも波及し、特に天然ゴ

ム価格が急騰。ギリシャの財政危機に端を発した欧州の金融危機が顕在化し、世界経済への影響が懸

念されている。  

   

 本会の主要業務活動等 

 3 月 

4 月 

 

5 月 

7 月 

改正化審法の排出係数算定作業について環境委員会で業界意見を取りまとめて経済省へ具申。 

ＩＲＳＧ第 106 回グループミーティング（中国・青島）に、事務局職員を派遣。 

第 11 代会長に、浅井光昭氏（住友ゴム工業(株)取締役会長）が就任 

ＩＲＳＧ事務局長が来会、意見交換を実施。 

創立 60 周年記念式典を挙行 

   

 世の中の動き 

 2 月 

3 月 

 

5 月 

5 月 

6 月 

バンクーバー冬季五輪開催 

チリでＭ8.8 の大地震 

ギリシャの財政危機が表面化 

中国、上海万博開催 

宮崎県で、口蹄疫が発生。家畜約 26 万頭を殺処分 

鳩山首相が退陣。菅直人内閣が発足 

サッカーワールドカップ南アフリカ大会開幕 

  

 ゴム産業関連事項 

 (社)日本自動車タイヤ協会がタイヤの転がり燃費性能等に関するラベリング制度を実施 

東京工業品取引所の天然ゴム相場（ＲＳＳ#3 の期近）が高騰。4月 23 日に 472 円まで上昇 

   

 参考データ ＧＤＰ 
（名目／1～3 月基準） 

新ゴム消費量 
（1～3 月） 

四輪車生産台数 
（1～3 月） 

円相場 
（1 米ドルあたり、1～3 月平均）

  481 兆 2,079 億円

前年同期比＋1.6％

337.4 千トン

前年同期比＋32.5％

2,541 千台 

前年同期比＋57.8％ 
90.7 円

前年比 2.9 円の円高

 
 

 


